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＜本資料に関してご留意いただきたい事項＞ 
■本資料は、「ニッポン創業経営者ファンド 愛称 リーダーズ」に関する情報提供を目的として岡三アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、ファンドの投資
勧誘を目的として作成したものではありません。■本資料に掲載されている市況見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来予告なしに変更される
場合があります。また、将来の運用成果を保証するものでもありません。■本資料は、当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■投資信託の取得の申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、
投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願いします。 

ニッポン創業経営者ファンドの運用状況 
ニッポン創業経営者ファンド 愛称 リーダーズ 

追加型投信／国内／株式 2019年3月5日 

「三寒四温」（三日位寒い日が続いたあと、四日ほど暖かい日が続く現象）を繰り返しながら、少しずつ春の訪れを
感じられるようになりました。生命の息吹をより感じられる春は、北国の農家出身の私にとって特別な季節で
す。さて、本レポートでは、「我々が投資しているもの」に対するファンドマネージャーの考え方と、「社会的課
題の解決が企業活動の動機に」ついてご紹介します。 

                                             ファンドマネージャー：五十嵐和人 

 私は日本株を中心とした運用業務に20年以上従事してきました。その間、大小問わず多くの危機に見舞われ、
沢山の恥をかきながらもなんとか生きながらえてきました。2008年の「リーマン危機」は、それまでの常識が覆される
ような感覚の中で、深く考えることがありました。それは「我々は何に投資しているのか？」ということです。表面的に
は株券という有価証券ですが、実質的にはその有価証券の価値を支えている「何か」について、改めて思いを巡ら
せたのです。 

 私にも若い時がありました。私がファンドマネージャーの駆け出しの頃は「新製品」や「新サービス」に投資価値を
見出そうとしていました。思い出されるのが、ソニーの「プレイステーション」に代表されるゲーム機器や、携帯電話
に関連した新しいサービスです。しかし、それらは次なる新製品等の登場により衰退していきました。そこで私が次
に拠り所としたのが「ビジネスモデル」です。インターネットの普及により様々な目新しいビジネスモデルが登場して
きましたが、ビジネスモデル自体の模倣や規制等によりビジネスモデルが陳腐化したり、機能しなくなっていく様を
見てきました。 

 散々考えた結果、「我々が投資しているもの」として私が辿りついた答えが、「企業風
土」であり「企業風土」をつくる「経営者」でした。「企業風土」は企業によって異なる特色を
持った環境です。製品やビジネスモデルは簡単に真似されますが、企業風土自体を真似
することは困難だと思います。なぜならば「企業風土」の土台となる「土」を作ることが出来
るのは経営者だけだからです。最高の企業風土に種をまけば、新しいビジネスモデルや
強い製品といった果実が、将来にわたり必ずやもたらされるものだと信じているのです。 

 実は、これがニッポン創業経営者ファンド「リーダーズ」誕生のきっかけであり、私が皆さ
まにお伝えしたい、そして共有したい「想い」です。 

 社会的課題の解決が企業活動の動機になってきているように
感じます。現在の延長線上に未来があるならば、既存ビジネスを
PDCAサイクル（Plan→Do→Check→Action）を回していけば良
い。しかし昨今、既存ビジネスの未来が、様々な社会的課題によ
り、不確実なものになってきており、PDCAサイクルの先にゴール
が無いケースが増加しているように思われます。そこでPDCAサ
イクルに代わり必要となってくるのが、右図のQPMIサイクルです。 

 社会的課題の解決に向けた「0」から「1」を生み出す過程は、小
さな「Question」から始まり、何度も何度もサイクルを回しながら
「Q」を進化させ、やがて大きな「Innovation」を生む。そこには、必
ず成し遂げるという情熱（Passion）と同じ目標（Mission）をもった
仲間（Member）が必須です。私は、年間約400件の調査活動を
行いますが、そのなかで、QPMIサイクルを実践している企業は
創業経営者企業に多いと実感しています。 

Ｑ：社会的な課題（Question）を見出す 
Ｐ：課題解決に対する情熱（Passion） 
Ｍ：仲間（Member）と共有できる目的（Mission） 
Ｉ：新たな価値の創出（Innovation） 

QPMIサイクル 
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（作成：運用本部） 
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 創業者が経営の中心を担っている日本の企業の株式へ投資します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢リーダーシップ｣｢洞察力｣｢社会性｣の観点から、企業成長の源泉となる創業経営者の能力に着目した銘柄選定
を行います。 

 投資銘柄数は原則30銘柄以内とし、中長期的な視点から厳選投資を行います。 

 株式の組入比率は高位を保つことを基本とします。 

ニッポン創業経営者ファンド（愛称 リーダーズ） ファンドの特色 

創業経営者企業とは、自ら事業を起こした創業者が現在も経営を担っている企業のことを指しますが、当ファンドでは、 
これに加えて以下の2つのケースに当てはまる企業についても、実質的に創業経営者企業と考え、投資候補銘柄に加えます。 

 
 
 
 
 
※創業者が引退している企業や創業者家系による同族経営企業等は投資候補銘柄に含まれません。 

現行法人の登記上の創業者は、事業の買収・再編、設立経緯などの理由により別の人物であるが、企業の現在の状態などから
判断して、現在の経営者が実質的には創業者であると考えられる場合。   

厳密には現行法人の創業者ではないが、現在の経営者が事業内容やビジネスモデルの変革を行った結果、実質的には現在の
ビジネスの創業者といって差し支えないと考えられる場合。 

ケース1 

ケース2 

※基準価額は1万口当たりです。 

ファンドの状況 

                           運用状況      （作成基準日：2019年2月28日） 

設定来の基準価額の推移 

※ 左記のグラフの基準価額は1万口当たり、信託報酬
控除後です。 

※ 設定日の基準価額は1万口当たりの当初設定元
本です。 

※ 設定日の純資産総額は、当初設定元本総額です。 

※ グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆また
は保証するものではありません。 

※ 業種、銘柄の各構成比は、いずれも当ファンドの純資産総額に対する比率です。 
※ 各構成比率は小数点以下第2位を四捨五入しています。 

組入上位業種 組入上位10銘柄 

（百万円） 

基準価額 9,271円
純資産総額 28,457,026,885円
株式組入比率 90.4％
組入銘柄数 28銘柄

業種名 構成比

1 サービス業 29.9 ％

2 情報・通信業 21.6 ％

3 小売業 20.4 ％

4 不動産業 6.7 ％

5 電気機器 5.7 ％

6 卸売業 4.1 ％

7 精密機器 2.1 ％

銘柄コード 銘柄名 構成比

1 2413 エムスリー 代表取締役 谷村　格 7.3 ％

2 6594 日本電産 代表取締役会長 永守　重信 5.7 ％

3 9984 ソフトバンクグループ 代表取締役会長兼社長 孫　正義 5.1 ％

4 9983 ファーストリテイリング 代表取締役会長兼社長 柳井　正 4.4 ％

5 3479 ティーケーピー 代表取締役社長 河野　貴輝 4.2 ％

6 2146 ＵＴグループ 代表取締役社長 若山　陽一 4.1 ％

7 9843 ニトリホールディングス 代表取締役会長 似鳥　昭雄 4.1 ％

8 3092 ＺＯＺＯ 代表取締役社長 前澤　友作 3.9 ％

9 4751 サイバーエージェント 代表取締役社長 藤田　晋 3.8 ％

10 3679 じげん 代表取締役社長 平尾　丈 3.6 ％

創業経営者
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【岡三アセットマネジメントについて】 
商号：岡三アセットマネジメント株式会社 
岡三アセットマネジメント株式会社は、金融商品取引業者として投資運用業、投資助言・代理業および第二種金融商品取引業を
営んでいます。登録番号は、関東財務局長（金商）第370号で、一般社団法人投資信託協会および一般社団法人日本投資 
顧問業協会に加入しています。 

ニッポン創業経営者ファンド 愛称 リーダーズに関する留意事項 

ニッポン創業経営者ファンド 愛称 リーダーズ 
追加型投信／国内／株式 

 

【 投資リスク 】 
■投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことが 
   あります。投資信託は預貯金と異なります。投資信託財産に生じた利益及び損失は、すべて投資者の皆様に帰属します。 
   ファンドは、国内の株式等値動きのある有価証券等に投資しますので、 組み入れた有価証券等の価格の下落等の影響により、 
   基準価額が下落し、損失を被ることがあります。 
■ファンドの主な基準価額の変動要因としては、 「銘柄集中リスク」、 「株価変動リスク」、 「流動性リスク」、  「信用リスク」 
   があります。 
   ※基準価額の変動要因は上記のリスクに限定されるものではありません。 

 

【その他の留意点】 
■ファンドのお取引に関しては、 金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。 
■投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。 
   また、登録金融機関が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。 
■取引所における取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込みの受付を中止することや、 
  すでに受付けた購入・換金申込みの受付を取消すことがあります。 
●詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の【投資リスク】をご参照下さい。 
 

 
【 お客様にご負担いただく費用 】 
＜お客様が直接的に負担する費用＞ 
■購入時 
  購入手数料      ：購入価額×購入口数×上限3.24％(税抜3.0%) 

              ※詳しくは販売会社にご確認ください。 
■換金時 
  換金手数料   ：ありません。 
  信託財産留保額：ありません。 
 
＜お客様が信託財産で間接的に負担する費用＞ 
■保有期間中 
  運用管理費用（信託報酬） 
             ：純資産総額×年率1.5552％（税抜1.44%） 
  その他費用・手数料 
  監査費用     ：純資産総額×年率0.0108％（税抜0.01%） 
 
※有価証券等の売買に係る売買委託手数料、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等を 
  投資信託財産でご負担いただきます。 
 （監査費用を除くその他費用・手数料は、運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことはできません。） 
 
●お客様にご負担いただく費用につきましては、 運用状況等により変動する費用があることから、 事前に合計金額もしくは 
   その上限額またはこれらの計算方法を示すことはできません。 
 
●詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の【手続･手数料等】をご参照ください。 
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2019年3月5日現在 

（受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書
の交付の取扱い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行
います。なお、販売会社には取次証券会社が含まれております。） 

販売会社 

＜本資料に関するお問合わせ先＞ 
 フリーダイヤル 0120-048-214 （9:00～17:00 土・日・祝祭日・当社休業日を除く） 

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○

岡三オンライン証券株式会社 関東財務局長（金商）第52号 ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

阿波証券株式会社 四国財務局長（金商）第1号 ○

今村証券株式会社 北陸財務局長（金商）第3号 ○

臼木証券株式会社 関東財務局長（金商）第31号 ○

永和証券株式会社 近畿財務局長（金商）第5号 ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

おきぎん証券株式会社 沖縄総合事務局長（金商）第1号 ○

カブドットコム証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

静岡東海証券株式会社 東海財務局長（金商）第8号 ○

島大証券株式会社 北陸財務局長（金商）第6号 ○

荘内証券株式会社 東北財務局長（金商）第1号 ○

株式会社しん証券さかもと 北陸財務局長（金商）第5号 ○

頭川証券株式会社 北陸財務局長（金商）第8号 ○

大熊本証券株式会社 九州財務局長（金商）第1号 ○

大山日ノ丸証券株式会社 中国財務局長（金商）第5号 ○

髙木証券株式会社 近畿財務局長（金商）第20号 ○

東武証券株式会社 関東財務局長（金商）第120号 ○

奈良証券株式会社 近畿財務局長（金商）第25号 ○

西日本シティＴＴ証券株式会社 福岡財務支局長（金商）第75号 ○

ニュース証券株式会社 関東財務局長（金商）第138号 ○ ○

廣田証券株式会社 近畿財務局長（金商）第33号 ○

フィデリティ証券株式会社 関東財務局長（金商）第152号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○ ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

明和證券株式会社 関東財務局長（金商）第185号 ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

愛媛証券株式会社 四国財務局長（金商）第2号 ○

三京証券株式会社 関東財務局長（金商）第2444号 ○ ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

（登録金融機関）

株式会社富山銀行 北陸財務局長（登金）第1号 ○

商号 登録番号

加入協会


